
凍結防止剤散布機ＺＥＳＴをご使用になる前に

また、ご不明の点やお気づきのことがございましたら、お買い上げ頂きました販売店、

ます。このためイラストなどの一部が本製品と一致しないことがありますのであらか

なお、本製品は安全対策や、機能向上のため使用部品の一部変更を行う場合があり

この取扱説明書を紛失または損傷された場合は、すみやかに販売店にご注文下さい。

本製品を貸与または譲渡なさる場合は、この取扱説明書を必ず添付してお渡し下さい。

下さい。誤った使用方法は事故をひきおこす恐れがあります。

当社製品を安全かつ正しく快適にお使いいただくために、必ず本取扱説明書をお読み

お読みになったあとも必ず、製品と共に保管して下さい。

その警告文に従わなかった場合、死亡または重傷を負う危険性があるもの

その警告文に従わなかった場合、死亡または重傷を負うことになるものを

印付きの下記マークは、安全上、お客様にかかわる重要な項目です。

必ず、お守り下さい。

警告

危険

を示します。

示します。

じめご了承下さい。

代理店などにご相談下さい。

その警告文に従わなかった場合、ケガを負うおそれのあるものを示します。注意

取扱説明書



● はじめに
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事故を引き起こしたり、ケガをする恐れがあります。

転倒したりして、事故を起こす恐れがあります。

荷台から散布機が転落したりして、事故を起こす恐れがあります。

機械が急に動き出したりして、ケガをする恐れがあります。

本体のフック（４ヶ所）とトラックの荷台を、荷締機・ワイヤー等で

道路交通法違反になります。

事故を起こす恐れがあります。

■

モーター台が落ちてきて、事故や怪我を起こす恐れがあります。
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●パチン錠を使用しモーター台ストッパーを確実に本体に必ず
固定する｡※Ｐ14参照

●モーター台を跳ね上げた際は、モーター台についているフックを
　本体のピンに確実に引掛けてモーター台を必ず固定する｡※Ｐ14参照

モーター台を跳ね上げて固定する。

モーター台を跳ね上げる。

確実に固定して下さい。

不意に動いて、ケガをする恐れがあります。



操作中や移動中に外れて、事故を起こす恐れがあります。

注意

ショートして、火傷や火災事故をひき起こす恐れがあります。

【守らないと】

バッテリーへの接続は＋側を先に接続し、電源カプラを外した状態で行って下さい。

注意

ショートして火傷や火災事故をひき起こしたり、ケガをする恐れがあります。

【守らないと】

20A

注意

【守らないと】

事故・機械の故障をまねく恐れがあります。

注意

ような服装で行って下さい。

【守らないと】

特に、ホッパーへ散布剤を投入する際には散布剤の吸引を避けられる

散布剤を吸引すると健康を損なう恐れがあります。

注意

【守らないと】

事故・ケガ・機械の故障をまねく恐れがあります。

散布機を改造して使用しないで下さい。

注意

【守らないと】

事故・ケガ・機械の故障をまねく恐れがあります。
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30A

ZS-1000Kの投入量は最大１０００ｋｇ（25ｋｇ袋で約40袋）までとなります。

※７号砕石を投入する際は、ホッパー容量の７割くらいまでに留めて下さい。



■ 使用上の注意

・大きな塊になった散布剤・・・コシ網の網目を通らない散布剤

・湿った散布剤・・・湿気や水分を吸って湿った散布剤

・流れの悪い散布剤・・・砂の混ざった散布剤や砂

  本機械は凍結防止剤（粒状）を散布する機械です。

　バッテリーへの接続は＋－を間違えないで下さい。

接続不良および逆接続では散布機は動作いたしません。

　また、接続の際は、接続箇所の錆びや汚れなどは落として下さい。

　バッテリーへの接続は12Ｖになるように行って下さい。

　１ １つのバッテリーにだけ接続をする。

ケーブルを切断してしまうと動作不良や機械が故障したり、

　散布物を開ける時にカッターなどの刃物を使用する際は、ケーブル等の近くで

機械が急に動き出したりしてケガをする恐れがあります。

　散布剤の投入は散布機の電源スイッチを切ってから行う。

 本機械の転落、落下に注意してください。

トラックへの固定の際には、ワイヤーや荷締機などでしっかりと固定して下さい。

    本機械は、構造上重心が散布側にあります。固定がしっかりしていないと

    転落、落下の恐れがあります。

より定格荷重の値が大きい物を使用してください。
※使用するワイヤーや荷締機は定格荷重を確認し本機械（散布剤の容量込みの重量）
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  下記のような散布剤はZS-1000Kでは散布できません。

　行わないで下さい。

感電などの事故が起こる恐れがあります。

      24Ｖで接続すると本機械が故障または動作不良を起こします。

ＺＳ－１０００Ｋの場合　　　　　定格荷重１５００ｋｇ以上

※安全のため、ワイヤーや荷締機は定期的に交換することをお勧めします。

  ホッパー投入前にご確認下さい。

      ※Ｐ9参照

・石や砂利など異物が混ざっている散布剤

　　※人や建物などが怪我や破損をする恐れがあるので散布する際は

  下記のような散布剤はZS-1000Kでは散布をする際は散布幅の調整・確認を行った上で
  散布をおこなって下さい。

・7号砕石などの固い散布物

　    周囲の安全を確認し、細心の注意を払って作業して下さい。
　　※7号砕石は比重が重いため、ホッパーの７割くらいまでの量に留めて下さい。

  ２ DCDCコンバーター（24Ｖ→12Ｖ）を使用し、24Ｖを12Ｖに変圧する。

本機械は12Ｖ仕様です。

DC-DCコンバーター

バッテリーケーブル　１ 2

トラックが24Ｖ仕様の場合は下記の方法で接続して下さい。



本機械は、積雪寒冷の過酷な気象条件下で使用されます。特に散布物の投入時には

　降雪や雨天時には最大限注意してご使用して下さい。

滑落などの危険が伴いますので細心の注意を払ってご使用下さい。
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　ヒューズは指定の容量を使用して下さい。

使用しているヒューズは平型１０Ａ、２０Ａ、３０Ａです。

ヒューズが切れた場合は、過負荷の原因を取り除いてから

ヒューズを交換して下さい。

主電源が入ったままですとトラックのバッテリーが上がったり、

　作業終了や長時間の中断時は散布機の主電源を切り、電源ケーブルを抜いて下さい。

ヒューズ
10Aヒューズ:シャッター・ノッカーモーター用
20Aヒューズ:スピンナーモーター用

ホッパー内に散布剤が残っていると、吸湿作用により固着して散布機が故障する

　作業終了後はホッパー内の散布剤を完全に排出して下さい。

原因となります。

散布剤が残ったままだと機械の故障につながります。また洗浄後はよく乾燥させて

　長期保管の前には、ホッパーやシャッター等に付着した散布剤をよく洗い落として下さい。

下さい。

特に電気系統には水が掛からないようにし、ホッパー内には水がたまらないように

　長期保管は、屋内で行って下さい。

して下さい。

■ 保管、点検上の注意

安全かつ正しく快適にお使いいただくために作業の時期前に点検することを

  時期前の点検、整備を行って下さい。

おすすめします。
点検時に異常があれば修理してから、時期の作業に臨んで下さい。

作業終了後は、必ず清掃を行って下さい。

  作業後の点検、清掃を行ってください。

また、次の作業に備えて点検を行うことをおすすめします。

機械が急に動き出したりしてケガをする恐れがあります。

　吊りロープは、ホッパー内が空の時以外使用しないで下さい。

事故・ケガ・機械の故障をまねく恐れがあります。

30Aヒューズ:バッテリーケーブル用
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取付手順
Ａ．トラックへの取付（スタンド編）

側

ハンドル

上昇

下降

【図４】

【図２】

【図３】

【図１】

ストッパー

ストッパー

（抜け止めピン）

パイプピン

パイプピン

（回転止めピン）

【図５】

スタンドアーム

布
散

側

後方アオリ

布
散

【図６】

干渉物
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Ｂ．トラックへの取付（吊り上げ編）

【図７】

後方アオリ

【図１０】

【図9】【図8】

【ロープの通す箇所】 【ロープで吊り上げた状態】



Ｃ．配線およびスイッチボックスの取付

バッテリーケーブル

+

-
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※12Ｖ時

+

-

+

-

      本機械は12Ｖ専用です。

ロック解除つまみ

※散布作業後は、使用したバッテリーを充電して下さい。

バッテリーケーブル

ボディーアース側

変圧器キット「Z-2412」

DC-DCコンバーター
or

※24Ｖ時

※散布作業後は、変圧器キット「Z-2412」から
バッテリーケーブルを外して下さい。

バッテリーケーブル



※散布剤の形状、比重によって散布量は変わります。

　表で求めた目盛りは目安ですので、必ずテスト散布後に目盛りを決めて下さい。

1㎡当たりの散布量

散布目盛りの決定

トラックの作業速度

（１）

散布幅設定

散布幅

※散布物の種類や風の強さ,風向き,その日の湿度などの作業条件により、散布幅は変わります。

　表で求めた散布幅は目安ですので、参考値としてお考えください。

作業方法

Ａ．散布幅の設定(スイッチボックス)

Ｂ．散布量目盛の決め方

散布目盛を決定します。

①

②

③

④
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散布幅

入

7m

5m3m

1m

入 開

シャッター主電源

スピンナー

切

閉切 

①

②④

③



表　凍結剤散布機（粒状）の散布目盛り

３０（例） ２０

『４』 『２』
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Ｃ．散布量目盛り位置の設定

ピン

Ｒピン



Ｄ．定置での散布量確認

＝

Ｅ．詰まり緩和機構「ノッカー」の役割
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バケツ

ノッカー



F．実作業

散布現場へ到着後、以下の作業手順で行って下さい。

散布幅

入

7m

5m3m

1m

入 開

シャッター主電源

スピンナー

切

閉切 

切 

入スイッチボックス ノッカースイッチ
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電源ランプ

スイッチボックス盤面

シャッタースイッチ

スピンナースイッチ
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モーター台の跳ね上げ方

モーター台ストッパー

パチン錠

モーター台ストッパー

（固定された状態）

キャッチクリップ

キャッチクリップ

（はずした状態）

フック モーター台

ピン
ピン

フック

パチン錠

（はずした状態）
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■

ちょうボルト

断面図

断面図

引掛け部

ホッパー内に入ってしまった異物を取り除いたり、
ホッパー内の掃除の時にコシ網金具を外します。
※散布作業はコシ網金具を必ず取り付けてから行って下さい。

前側

前側 後側

上面図

前側

ちょうボルト

側面図

後側

前側 後側



使用後の管理

Ａ．１日の作業が終わった時

Ｂ．今期の作業が終わった時

Ｃ．時期が始まる前に
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■

散布幅

入

7m

5m3m

1m

入 開

シャッター主電源

スピンナー

切

閉切 

切 

入 ノッカースイッチ

Ａ．スイッチボックス部

■
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Ｂ．コントロールボックス・基板取付座部配線
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■

Ｃ．基板取付座部

■
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■

■

Ｄ．バッテリーケーブル部

Ｅ．中継ケーブル部
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Ｆ．シャッター部

■
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Ｇ．ホッパー部
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■
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Ｈ．フレーム部（1000Ｋ）



- 26 -

■



Ｉ．モーター部
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■



Ｊ．ノッカー部
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■■
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■

1．コントロールボックスについているノブボルトを2か所外して下さい。

2．カバーを外します。

3．コントロールボックスの２Ｐコネクタ、３Ｐコネクタ、6Ｐコネクター、2Pプラグを

   はずして下さい。

・コネクタを抜く時は、ロック解除

つまみを押しながら抜いて下さい。

【３Ｐコネクタ、６Ｐコネクタ、２Ｐコネクタ】

【２Ｐプラグ】

・プラグ接続後、プラグについているネジ部を

回し、ロックを解除して下さい。

4．コントロールボックスと中継ケーブルを固定しているワイヤーバンドの

   ネジを緩めて下さい。

5．ワイヤーバンドごと中継ケーブルを外して下さい。

6．なくならないようにコントロールボックスカバーをケーブルボックスに

   取り付けます。

7．中継ケーブルを取り付ける時は、上記の逆手順で行って下さい。

ロック解除つまみ

ノブボルト
カバー

ワイヤーバンドのネジ

中継ケーブル



■
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■

【キャスターベースの各穴における対応表】

※ 上図は ZT-001 を示しています。

丸頭ピン

Ｒピン

注油口

ハンドル

上穴

中穴

下穴

アーム

中 柱

キャスターベース

スタンドは凍結防止剤散布機ＺＥＳＴのトラックへの載せ降しや保管等に使用します。

スタンドはお客様がご使用されるトラックに合わせてご使用下さい。

スタンドを使用してのトラックへの取付方法はＰ7を参照して下さい。

※トラックの荷台の高さに合わせ適切な穴を選んで下さい。

下 穴

中 穴

上 穴 680～840mm

620～780mm

560～720mm

680～1180mm

荷台対応高さ

荷台対応高さ

取付巾

2090mm

取付巾

2410mm

穴位置

※ZS-1000Kは軽トラック及び軽ダンプには取付できません。

※荷台対応高さや取付幅が上記の表より高いまたは広い場合は、

  Ｐ8「吊り上げ編」の方法で載せ降ろしを行って下さい。

アオリが倒せるトラック

アオリが倒せないトラック

※スタンドのアームがアオリに当たらない
  高さまでスタンドを上げてください。
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